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2024年3月5日
セミナー『海の次世代モビリティによる地域課題解決の新たな未来』

講演資料

一般社団法人 日本水中ドローン協会

水中ドローン資格制度の目的

産業創出への課題
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日本水中ドローン協会について

・新たな水中・海中ビジネスの主役となるエキスパートの育成

・水中事業の環境整備・発展・成長に挑戦

・水中ドローン利活用の情報配信・課題解決・提言・研究

・関係団体及び監督官庁等とのネットワーク構築

設 

立 

目 

的

ライセンス制度

優れた技能と知識を持った水中ド

ローン人材の育成を目指して策定し

た民間の資格制度

水中ドローン安全潜航操縦士

認定スクール※

全国55校

協会会員累計数※

約1,600名

体験会

水中ドローンで知る『私たちの海』
（海と日本PROJECT）

全国10か所（2023年）

そ
の
他

Webセミナー「水中会議（ミズナカカイギ）」

協会会報誌「水中通信（ミズナカツウシン）」

水中ドローンを体感できる場づくり

セミナーや会報誌を通じた情報の発信

※2024年2月

● 福島県

● 和歌山県
● 山口県
● 長崎県
● 神戸市
● 静岡市
● 南相馬市
● 横須賀市

公共会員

2019年4月一般社団法人 日本水中ドローン協会を設立
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ライセンス『水中ドローン安全潜航操縦士』

当協会が水中ローンを活用した事業の健全な発展に向け、優れた技能

と知識を持った人材の育成を目指して策定した独自の資格認定制度

全国に55校ある認定スクールで

座学および実技を受講し、ライセンスを取得

講習内容(例)

実技
・機体の接続
・設定
・点検
・基本操作
・応用操作

座学
・水中ドローンの市場
・法令
・環境
・運用について
・機体の基礎知識
・安全に関する知識
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ライセンス制度策定の背景

空中ドローン首相官邸墜落事故後

空中ドローン事業

国内市場は世界から

大きく遅れる。

事件・事故 2015年4月 法案・規制制定 同年12月 未だ安全面で問題視されている。

水中ドローン普及モデル

無事故（安全運用の継続）

活用事例
実績

水中事業の拡大
水中産業の推進

実証実験

社会的需要
普及

水中事業IT化を
阻害しない法整備

事故・トラブルを起こさず
『安全』な運用を続ける事

健全な産業成長
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水中ドローン操縦者の模範となる
産業進出に寄与できる人材の育成

安全管理、法令・ルール・マナーの順守

水中事業の基礎知識を身につける

可能性を探求し、アイデアと創造性をもつ

水中ドローン安全潜航操縦士育成の目的

産業進出に寄与する人材の母数を増やす
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水中ドローンという機体

遠 隔 操 縦 型
ROV（Remotely operated vehicle）

自 律 型
AUV（Autonomous underwater Vehicle）

水中ロボット＜無人探査機＞
UUV（Unmanned Undersea Vehicle）

水中ドローン
Underwater drone

深 さ：300m程度

重 さ：70kg以下

大きさ：1m未満

目 
安

水中ドローンは…人が持ち運べる小型のROV
（遠隔操縦型 無人探査機）

運用人材を増やす
||

使用機体が増える
活用が増える
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レジャー

ダイビング

レジャーから多くの産業に導入が始まり、急速に拡大を続けている

旅 行

水中調査釣 り

ビジネス

洋上風力発電取水路船艇調査

港湾護岸 養 殖 河川設備 交通インフラ

捜索・救助漁 業プラント

広がる活用分野
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水中ドローンの『操縦』は難しくない 水中ドローンの『運用』は簡単ではない

人材育成とトレーニングが必要
（講習の受講だけでなく実践）

しかし

課題①運用について

操縦技術＋専門的知識＝成功のカギ
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水中ドローンの性能とやりたいことのギャップ

〇〇はできますか？

〇〇がしたい！

〇〇を引き上げたい

〇〇を測りたい

流速〇〇のところで〇〇したい

〇〇を動かしたい

水深〇〇のところを見たい

〇〇な配管を点検したい
〇〇Kmの距離を点検したい

〇〇を捜索したい

やりたいこと
水深〇〇ｍ

それはできない

水中視野角〇〇度

流れが強ければ流される

気中部の点検には限界が・・・

引き上げ可能重量〇〇

引っかかったら回収できない

ケーブルはなくならない・・・
水中での自位置特定は・・・

速度〇knot

できること

お客様や自社内のニーズ
求められていること

必要なこと

水中ドローンを正しく知る
メリットを考える
できることを考える

一
致
さ
せ
る
こ
と
が
重
要

課題②『やりたいこと』とのギャップ

事例・手法等具体的な情報の少なさ

なぜ？
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課題③情報が少ないことから見える事

産業としての課題

知られていない

人材の受け皿がない

用途が不明確

聞こえてくる声

初めて知った

仕事になるの？

何するの？
そんな事もできないの？
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景気のサイクルを参考にする意識

物・サービス
が売れる

給料が
上がる

企業が
儲かる

好景気

機体・技術
が売れる

成果
が出る

企業
が儲かる

給料が
上がる

ニーズ

人材
が増える対応幅が

広がる

ニーズ
産業が活性



出所：（国土交通省）https://www.mlit.go.jp/sogoseisaku/maintenance/_pdf/roukyuukanogenjou.pdf

ニーズ（国土交通省資料より）



ニーズ（洋上風力発電所の建設）

出所：経済産業省 資源エネルギー庁『洋上風力発電に関する国内外の動向などについて』
https://www.meti.go.jp/shingikai/sankoshin/green_innovation/green_power/pdf/008_04_00.pdf
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当協会の取り組み自治体・行政連携

ヨコスカ・ブルーテックコンソーシアム入会

水中ロボットコンベンション in JAMSTEC 協賛

水中ロボットフェスティバル(岩国) 企業参加・撮影協力

内閣府 AUV官民プラットフォーム 参加

海洋都市横浜うみ協議会 入会

水中ロボット技術研究会セミナー登壇(山口県)

日本水中ドローン協会は、水中ドローン・水中ロボットの市場拡大、普及の為に
自治体、行政関係団体と意見交換を重ね協力体制の構築を進めております。

わかやまスマート養殖フェア 企画・運営協力(和歌山県)

ながさきデジタルDEJI-MA産業メッセ 協力・出展(長崎県)
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普及・啓発活動（全国体験会）

水中ドローンに触れ、魅力や可能性を体感する

体験会や講習会を全国で開催

消防隊員向け 水中ドローン講習会

親子で水中ドローン操縦体験会

×
2021年から開催

全国合計約30か所で開催

水中ドローンで知る
私たちの海 
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日本初の水中ドローン特化イベント開催

出展機体(8団体/計11機種出展)

CHASING M2 PRO MAX

QYSEA FIFISH V6 
EXPERT DeepTrekker DTG3 Notio Plus SEASAM

BlueyeRobotics blueyeX3 MOGOOL P-3000A 広和 150ｍ級水中ドローン FullDepth DiveUnit300

日本初の水中ドローンに特化した
水中ドローンの展示と全機種実演・商談会

スマート養殖を推進する和歌山県との連携
地元養殖事業者へ向けたスマート機器展示会

2023年3月9日和歌山東漁業協同組合(串本町)

主催：和歌山県農林水産部 協力：日本水中ドローン協会



CONFIDENTIAL © Copyright Japan Underwater Drone Association All Rights Reserved.

海の次世代モビリティ 情報プラットフォーム

https://www.mlit.go.jp/sogoseisaku/SeaMobilityPF/index.html

事務局：海の次世代モビリティ情報プラットフォーム事務局
©Ministry of Land, Infrastructure, Transport and Tourism

【主な掲載情報】
１．海の次世代モビリティに関する最新情報

２．ニーズ・シーズのマッチング向け情報

３．最新イベント・支援施策情報

４．国土交通省取組情報

ASV（小型無人ボート）、AUV（自律型無人潜水機）、ROV（遠隔操作型
無人潜水機）といった海の次世代モビリティに関連する情報紹介やマッチング支援
などに取り組んでいます。

https://www.mlit.go.jp/sogoseisaku/SeaMobilityPF/index.html
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まとめ

社会実装に向けての課題

①操縦は簡単、運用は難しい
(知識と経験を要する)

②情報が少ない
（やりたい事とのギャップが生まれる）

③認知度が低い
(水中ロボットのメリットが知られない)

④新規人材の受け皿が少ない
(次世代人材不足・専門職が増えない）
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展示会・イベントのご案内

OffShore&PortTech2024
inSeaJapan

2024年4月10日（水）～4月12日（金）
東京ビッグサイト東1-3ホール

展示会URL:
https://www.seajapan.ne.jp/ot/

展示会

一般財団法人マリンオープンイノベーション機構（MaOI）
静岡市役所（MICCS）

静岡県清水港で共催

URL:https://maoi-i.jp/news/4204

7月17日（水）・7月18日（木）

実演・展示イベント
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会員募集

賛助会員種別 入会金 年会費

法人会員 30,000円 30,000円

教育会員 30,000円 30,000円

公共会員 無料 無料

個人会員 5,000円 5,000円

協会が発行する

ニュースレターを
購読することができます。

入会メリット

① ② ③ ④ ⑤

協会が主催のセミナー

講演会・講習会等の

参加費の割引

協会が発行する

会報誌の郵送
（年2回）

協会が提携・

認定する施設等を会員
価格で利用できます。

協会会員に向けて

情報発信ができます
※法人・公共会員のみ

水中ドローンを活用し、海中・水中産業の発展と成長にご協力いただける

賛助会員を募集しています！
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